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え りも町 百人 浜 で採 集 され た 打 ち上 げ 貝 につ い て

小 林 真 樹1)

北海道えりも町にある百人浜は、えりも岬か ら東

に10キ ロほど離れた所に位置する。砂浜は幅が約

200m、 太平洋に面 して東西に全長約10キ ロに

渡って伸びている。 日本の渚100選 にもえらばれ

た広く美 しい砂浜である。ここではこの百人浜に打

ち上げられた貝類について述べる。

採集について

採集は2003年 から2004年 にかけて12回 、えりも町

百人浜で行 った。砂浜を歩く距離は広い百人浜の中

央付近2キ ロほど。砂浜の波打ち際付近を重点的に

歩く。新 しく打ち上げ られた貝は、満潮の時に波が

かぶる部分から波打ち際付近までに多いためである。

百人浜は強い風が吹いていることが多く、数時間前

に打ち上げられた貝でも砂がかぶ り、採集 しにくい

ことがある。

採集 された貝について

打ち上げられ るほとんどの貝は死貝である。巻き

貝の蓋は無 くなってお り、殻頭部分や外唇が欠けて

いる物が多い。殻皮は残っている。二枚貝は片方の

殻のみの採集がほとんどである。

打ち上げられて時間が経った貝は色があせて白色

に近 くなっている。打ち上げられている貝を採集す

る際にはなるべく新しく、摩耗が少ない物を選んだ。

大時化があった後は生きて打ち上がる貝を採集する

ことができる。 こういった貝も回収 し標本にした。

採集 した貝は水洗いをし、乾かしてから袋に入れて

保存 した。肉がついている貝は、殻 ごと煮て肉を取

り出し、水洗いした後乾燥 させて袋に入れて保存 し

た。

貝の種類

採集 した打 ち上 げ貝 は、腹足類8科22種 、二枚貝

類12科22種 、計20科44種 類 を記録 した。表1に それ

らをま とめた。

百人浜で採集す るこ とに拾 うこ とがで きた貝 はシ

ロガイ、ユ キノカサガイ、エ ゾフネガイ、アヤボラ、

チヂ ミボ ラ、チ シマバイ、エ ゾキンチ ャクガイ、 ウ

バガイ、オオ ミゾガイ。一度 しか採集例 のない貝 は

オオカ ラフ トバイ 、ネ ジボラ、ヤゲ ンバイ 、 ミギマ

キタテ ゴ トナ シボラ、オー ロラニ シキガイ である。

生 きて打 ち上が った貝 は、 アヤ ボラ、チ ヂ ミボラ、

ミギマ キタテ ゴ トナ シボ ラ、ハ ブタエ タマエ ガイ 、

オー ロラニ シキガイで ある。

採集 した貝類 の一部 を図3に 示 した。

貝の生息深度

採集 した貝 を生息 してい る水深別 にわけたグラフ

が 図1で ある。 生息 してい る深度 は 日本近海 産貝

類図鑑の数値で ある。 これ を見 る と水深0(潮 間帯

付近)か ら10m以 下 に生息す る貝が29種 類 と全体 の

約66%を 占め、ついで水深20mま で を生息深度 とす

る貝が22種 類 と50%を 占める。水深40m以 下 になる

と開示帯の生息深度の幅 も広 くな ってお り、 出現種

類数:はほぼ一定にな り、数:も10種 類前後 に減少す る。

グラフを見 る と水深80m～300mに 生 息す る貝の種

類数 が若 干増 えてい る。 これは2004年12月12日 に採

集 された貝が加 えられたた めで ある。 この 日は、前

日に海 が大 きく荒れたせ いか、過去筆者が採集 して

いないオオカ ラフ トバイ、ネ ジボ ラ、ヤゲ ンバイ を

採集 した。 ミギマ キタテ ゴ トナ シボ ラについては こ

の 日、生 きてい る物 を採集 す ることがで きた。

1)帯 広 百 年 記 念 館e -meil:chiroptera@ni銑y
.com
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貝の生息底質

貝の種類別 生息底質(図2)を 見 ると岩礁 に生息す

る貝の種類 が多 く、全体の約25パ ーセ ン トを占めて

い る。 ついで細砂底 に生息す る貝が約13.6%、 泥底

に生息す る貝が11.3%で あった。岩礫 、砂礫 がそれ

ぞれ9%、 泥底 、砂底 がそれ ぞれ約5%、 砂礫 泥底

が約2%で あった。
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いるのか調べられなかったのが残念である。

岩礁、岩礫に生息する貝と砂礫から泥底に生息す

る貝の割合は1対3で ある。 このことから百人浜周辺

は広い範囲で砂礫から泥底の海底が広がっていると

考えられる。 しかし百人浜の北端に続 く海岸線 と南

側の端の襟裳岬につながる海岸線には岩礁が伸びて

お り、採集 した場所から一番近い岩礁まで5キ ロ離

れている。岩礁に生息する貝が流れ着 くことから、百

人浜の砂浜に打ち寄せる波は5キ ロ離れた場所の物

をうちあげる潮の流れ と力を持っているようである。

百人浜のある襟裳岬周辺は風が強いことで有名で

ある。この風の強 さと波の関係で、砂浜の様子が天

候によってだいぶ異なる。大時化の後は中層に住む

貝も、筆者がよく行 く十勝の海岸より打ち上が りや

すいのではないか と考えている。逆にあま り波が荒

かった り、風が強かった りすると、殻高1セ ンチほ

どのちいさな貝は全く拾 うことができない。今後も

今まで欠片しか拾っておらず種類の判別ができなかっ

た貝を採集 し、種名 を明 らかに したい と思っている。

貝の採集にあた り、一一緒に歩いてくださったえり

も町交流促進センター襟裳岬 「風の館」の石川慎也

氏と芽室町在住の中司光子さんに感謝申し上げる。

図2貝 類の生息底質

ま とめ

採集 された貝類 をま とめてみ て、 百人浜 は全長約

10キ ロ とい う長い砂浜で あるのに岩場 に生息す る種

類の貝の打 ち上 げが、 は じめに考 えていた よ り多い

ことが分か った。今回砂浜 に打 ち上が ってい る貝 の

種類 ごとの数は数 えなか ったが、砂浜 を歩い てい る

と岩礁 、岩礫 に生息す るユキノカサガイ 、シロガイ、

チシマバイ、エ ゾキンチ ャクガイ、砂底 に生息す る

オオ ミゾガイ、 ウバガイ、アヤボ ラの殻が よ く目に

付 く。 種類 ごとに どれだ けの数の貝が打 ち上が って
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ユキノカサガイ

エゾフネガイ

ミギマキタテゴトナシボラ

図3-1.

アヤボラ

ネジボラ

エゾチヂミボラ
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コベル トフネガイ

エ ゾキンチャクガイ

ナ ミマガシワモ ドキ

馨織

オーロラニシキガイ

オオミゾガイ

エゾマテガイ

エゾイシカゲガイ

図3-2.え りも町百人浜 で採集 した貝類(打 ち上げ貝 その2)
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